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:ま え が き

水稲奨励品種決定生産力本試験の成績を用い ,本場 (滝

沢 ),県北分場 (軽米 ),県南分場 (江刺 )の 3場所にお

ける共通の年次,品種を抽出し,それぞれの場所の収量に

対する品種毎の構成要素の寄与率を比較検討 した。

調査年次 :  昭和42年 ～昭和50年・成苗
供試品種 :  シモキタ(県北 本場 ),フ ジミノリ(県

Jヒ・本場・県南 ),ササニシキ(県南 )

2結 果 の 概 要

1 収量構成要素および収量の年次変動

各品種毎の場所別の構成要素と収量の平均,標準偏差・

変異係数の機略を以下に示す。

シモキ′(県北 本場 ): 穂数は,標
'巴

多1巴 とも県Jヒ

>本場で,施肥量別では,多肥>標肥である。年次変動は

本場多肥区で大きい。一穂頴花数も同傾向を示すが,年次

変動は,場所,施肥量をとわず,同程度である。登熟歩合

は,穂数と逆の傾向を有し,本場標1巴で優る。玄米重は,

穂数,■穂頴花数の少ない本場標肥で劣る他 ,l■ぼ一定。

年次変動は本場で大きい。

フジミノリ(県北 本場 県南 ): 穂数は,標月巴多肥
とも県Jヒ>本場>県南であり,施月巴量別では3場所とも多

肥が多い。S D, C・ Vは本場で大きい。一穂頴花数は

本場で劣り,と くに本場標1巴で劣る他ほぼ一定である。千

粒重は,県北標肥で劣り,年次変動も県Jヒで大きい。登熟

歩合は,県南>本場>県北で,施肥量別では,3場所とも

多肥で劣る。年次変動は,県北>本場>県南で,と くに県

北多丹巴での年次変動は大きい。玄米重は,本場多肥>県ヨヒ

標肥>県南多肥で,本場,県南は穂数 ,県北は登熟歩合に

よる影響が大きい。年次変動は,県北多肥,本場標1巴で大

きい。

ササニツキ (県南 ): フジミノリに比較して,穂数は
30～40%多 く,一穂頴花数はやや少ないが,ノ 当籾数では

かなり多い。また,登熟歩合はフジミノリより劣り,0
Vも 大きい。玄米重はフジミノリより優る。

2 収量に対する構成要素の寄与率
重回帰式で,各説明変数の寄与率を推定することは,説

明変数間に相関があるため一般的には不可能である。した

がって,こ こでは収量は,穂数 (″ 1)→ 一穂頴花数 (″ 2)

→登熟歩合 (″。)→千粒重 (″4)の順に決定されてゆくと

して,それぞれのステップにおけるR2と ,説明変数を追

加した場合の R2の上昇の程度により,各説明変数の寄与

率を推定することとした。表 1に収量に対する構成要素(穂

数,一穂頴花数,登熱歩合,千粒重 )の寄与率を示す。

シモキタ(県北・本場 ): 県北標llEでは, 1変数の場
合,登熟歩合が圧倒的に寄与率が高く,つぎに千粒重とな

っている。 2変数の場合,穂数 ,登熟歩合の組み合せがも

つとも R2が高いが,前述の寄与率の考え方から,穂数決

定後の各構成要素の寄与率,すなわち,穂数と各構成要素

の組み合せから,穂数の寄与率を引いた値を考えてみると

この場合でも,登熟歩合が高いことが知られる。 3変数の

場合,穂数,一穂頴花数決定後の登熟歩合,千粒重の比較

でも,登熟歩合は高い。4変数のR2は 63%で低い。多肥

でも,ほぼ標肥と同様の傾向を示すが,穂数の寄与率がや

や高い点が異なる。

本場標肥では, 1変数の場合,穂数の寄与率が高く,つ

ぎに一穂頴花数が高い。穂数決定後は,一穂頴花数よりも

登熟歩合,千粒重が高くなつていて,穂数→―穂頴花数の

過程で重複面もあり,穂数の寄与率が高すぎたためと考え

られる。穂数,一穂讚花数決定後の寄与率は,登熟歩合で

優る。 4変数のR2は 989%と はぼ100%に近い。穂数の

寄与率が高く,穂数により収量予測の可能性が高い。多1巴

でも,穂数の寄与率が44%であり, 4変数のR2が 74%で

あるから,標肥程ではないが,かなり高い予測が可能であ

る。

フシミノリ(県北・本場・県南 ): 県北標肥,1変数
の場合 ,シ モキタ同様,登熟歩合による寄与率が高く,穂

数決定後は,一穂頴花数の寄与率はほとんどなくなり,登

熟歩合と千粒重で大部分を占める。穂数と一穂願花数決定

後は,登熟歩合による寄与率が高いが,千粒重も比較的高

い。多肥でもほぼ同様であるが,穂数決定後は,登熟歩合

の寄与率がほとんどで,シモキタの多肥よりも登熱歩合の

ウエイ トは高い。

本場標肥では, 1変数で穂数 一穂頴花数の寄与率が高
く,と くに穂数が高い。穂数決定後は,一穂頴花数がやゝ
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寄与率がある他 ,登熱歩合,千粒重の寄与率は皆無に等 し

い。 4変数のR2は ,996%である。 この場合,穂数だ
けで収量変動の89¢ を説明できる。多llEでは, 1変数で穂

数が高く,つぎに登熟歩合が高い。穂数決定後は,一穂頴

花数が高く,穂数 →穂頴花数の寄与率は85%であり,登
熟歩合,千粒重の寄与率は,標 1巴より高い。

県南標肥では,1変数で一穂頴花数の寄与率が高く,穂

数決定後でも,一穂頴花数による寄与率が高い。穂数 ,一

穂頴花数決定後は,千粒重による寄与率が登熟歩合より優

る。多肥では,標肥と趣きを異にし,穂数による寄与率が

高 く,穂数決定後は,一穂頴花数>登熟歩合>千粒量であ

収量に対する構成要素の寄与率を中心に考察 したが,収

量構成要素は,穂数→―穂頴花数→登熟歩合→千粒重の順

に相互に関連 しつつ逐次決定され収量を定める。したがつ

て,穂数決定後の千粒重の寄与率と,穂数,一穂顕花数決

定後の寄与率は違つているというように,→概に簡易な特

徴付けは困難であるが,穂数→穂数決定後の一穂頴花数→

穂数・→穂頴花数決定後の登熟歩合……のように,4構成

要素を並べ,4変数のR2を 100と した時の各寄与率を出
し,あわせて,相関係数の十一と,有意水準を示 し,簡易

る。穂数,一穂頴花数決定後は,千粒重が登熟歩合より高

いのは,標肥と同傾向である。

ササニシキ (県南 ): 県南標肥では,1変数で穂数 ,
‐穂頴花数,千粒重が同程度の寄与率を示すが,穂数決定

後では,登熟歩合,千粒重の寄与率が一穂頴花数より高い。

2変数決定後の寄与率は千粒重で高い。多肥では, 1変数

で,登熟歩合による寄与率が高く,一穂頴花数は低いが ,

穂数決定後は,一穂頴花数が登熟歩合より高い。これは穂

数による寄与率が小さいため,一穂頴花数がより大きく出

たものと思われる。2変数決定後では,登熟歩合の寄与率

が大であった。

注 1)銃 計期間 昭和42●～昭和SO年 。
2)多肥は標肥の施肥奎棄量のはば2割増.標肥は各場所の標準施肥量。
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